
























































































































                 料紙の重ね方・折り方の方法 
 
 
   料紙を数枚重ねる            料紙を一枚ずつ二つ折りにする 
 
   重ねた数枚を一度に折る         二つ折りにした料紙を一枚ずつ重ねる 
 







        折目を右側に揃える    折目を左側に揃えた右側      揃えた料紙の右側 
 
 





                     谷折して重ねた料紙の外側 
 
 
                   料紙全面       料紙右端上から下まで 
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 装訂１ 装訂２ 装訂３ 
 1918 
  和田維四郎『 訪書余録 』 








  吉澤義則『 和漢書の装潢に就いて 』 
       （図書館雑誌42 pp.1-14） 
列帖（粘葉） 
 
第１種    第２種 
（糊とじ）  （糸とじ） 




  田中敬 
   『 粘葉考－蝴蝶装と大和綴－ 』 
             （早川書店） 
（古式） 
 
粘葉（粘綴）  大和綴 
        （綫綴） 
 
粘葉  蝴蝶装      
打抜綴、  
新大和   




  日本書誌學會「 制定術語 」 
         （書誌学大12巻1号） 
胡蝶装 
 
粘葉     綴葉 
大和綴 
 1941 
  上田徳三郎『 製本乃輯 』 
             （アオイ書房） 
 胡蝶綴 大和綴 
 1972 
  川瀬一馬『 日本書誌學概説 増補版 』 
             （凸版印刷） 
粘 葉 綴 葉 大 和 
 1974 
  橋本不美男『 原典をめざして 
      －古典文学のための書誌－ 』 











  長澤規矩也『 古書のはなし 
       －書誌学入門 』 
             （富山書房） 
胡蝶装 
 






  山岸徳平『 書誌学序説 』 






綴 帖 装    大 和 綴 
列 帖 装    結び綴じ 
大福蝶装          
 1979 
  池上幸次郎・倉田文夫『 本の作り方 』 
             （主婦と生活社）
粘葉装 列帖装 大和綴 
 1987 
  遠藤諦之輔『 古文書補修六十年 』 
              （汲古書店） 
粘葉装 胡蝶装 大和綴 
 1991 
  藤井隆 
     『 日本古典書誌学総説 』 








  中野三敏 
      『 書誌学談義江戸の版本 』 
             （岩波書店） 
胡蝶装 
 





  廣庭基介・長友千代冶 
    『 日本書誌学を学ぶ人のために 』 











  中藤靖之 
      『 古文書の補修と取り扱い 』 
            （雄山閣） 
粘葉装 綴葉装 大和綴 
 2002 
  藤本孝一『 古写本の姿 』 
      （日本の美術9 凸版印刷） 
粘葉装 綴葉装 大和綴 
 2003 
  杉浦克己 
       『 改訂版 書誌学 』 












  藤森馨 
   「 古典籍装訂用語の整理に 
             関する試論 」 








  櫛笥節夫 
      『 書庫渉猟－書写と装幀－ 』 








  吉野敏武 
      『 古典籍の装幀と造本 』 
          （印刷学会出版部） 
粘葉装 大和綴  
 2010 
  堀川貴司『書誌学入門』 
              （勉誠社） 








































 装訂１ 装訂２ 装訂３ 
 1990 
  国文学研究資料館 
       「 和書のさまざま 」 






 装訂１ 粘葉装（でっちょうそう） 二つ折りにした料紙を重ね合わせ、折目の部分を糊付けしたもの。
 装訂２ 列帖装（れっちょうそう） 数枚の料紙を半分に折って一括りとし、数括りの折目の部分を糸 
  で綴じ合わせたもの綴葉装（てっちょうそう）とも呼ばれる。 











 装訂１ 装訂２ 装訂３ 
 2003 
  国文学研究所 









 装訂１ 粘葉装（でっちょうそう） 料紙を二つに折って重ね、その折目の外側どうしを糊付けして、
背を表紙で覆った本。完全に開く見開きと、糊付け部分までし
か開かない見開きとが、交互に現われます。 











 装訂１ 粘葉装（でっちょうそう）  料紙を二つに折って重ね、その折り目の外側どうしを糊付けに
して、背を表紙で覆った本。 




 装訂３ 結び綴（むすびとじ）  表紙の右端から１ｃｍ位のところに穴を開け、紐や糸を通して
結ぶ綴じ方を結び綴といいます。列帖装や袋綴本を綴じる方法
の一つ。大和綴ともよばれます。 











 装訂１ 装訂２ 装訂３ 
 2012 
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